
（2023 年 5 月 安全研修会資料） 

1 安全部の説明 

 

（１） 安全部とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 安全な子ども会活動のために 

① 行事の実施にあたって ～なによりも事故の未然防止を～ 

    子どもたちと一緒に会場の下見を行なう、行事に応じた KYT を予め実施する、 

活動の直前に声かけをして注意を促すといった、きめ細かい配慮をお願いします。 

② 福岡市防災情報の登録について 

熱中症（暑さ指数）、PM2.5、光化学オキシダント濃度など、行事の際に注意 

すべき情報が配信されます。ぜひ、登録をお願いします。 

【LINE の場合】友だちページから「福岡市」を検索・友だち追加 

⇨【受信情報】⇨【防災・気象情報】⇨必要な情報を選択 

【メールの場合】entry@fukuoka-city.jp に空メール送信⇨返信メールから登録 

（次頁に続く） 

★ 子ども会ではＫＹＴ（危険予知トレ
ーニング）を進めています。 

★ トレーニングシートや活動の写真
を使い、ゲーム感覚で活動の中に潜ん
でいる危険を見つけてもらうことで、
気づきを促し、活動の場へ展開します。 

★ 行事の前に実例をあげて、分かりや
すく説明するなど、日頃の意識付けが
大切です。また、安全に対して、みん
なで同じ意識を持つことが重要です。 

★ けがや事故だけではなく、熱中症や
感染症などについても知識を深めま
す。 

★ けが等に関する共済金制度です。 

★ ソフトボール・ドッジボールなどの
スポーツや歓迎会やお別れ会、クリス
マス会、集団回収など、全ての子ども
会、育成会活動が対象です。（ただし、
加入申込と行事計画の記載がされてい
ることが必要です。） 

★ けがや骨折、後遺障害、死亡など幅
広く対象になります。 

★ 病院を受診した場合、保険医療総額
の 30％が共済金として支払われます。 

★ 主催者以外の会員や第三者を死傷
させたり、第三者の財物に損害を与え
た場合等の賠償責任も補償されます。 

安 全 部 

◎ 共済金制度の運用 
 安全教育を行ったうえでもけが
をしたり、事故を起こしてしまっ
た場合の『共済金制度』、『賠償
責任保険』を運用します。 

◎ 安全教育の推進 
 子ども会、育成会活動でけがや
事故にあわないよう、また起こさ
ないよう、安全に関する気づきを
促し、注意力をつけ、けがや事故
の発生を未然に防止します。 



〔参考〕福岡市防災情報で配信される情報ごとの注意事項 

配信される情報ごとに、下記の注意事項を参考に、参加者の体調管理や会場変更、 

行事延期など適切な対応をお願いします。            

☆熱中症（暑さ指数 WBGT） 

種 別 基  準 注 意 事 項 

厳重警戒 

暑さ指数 

28℃以上 

31℃未満 

・激しい運動や持久走など体温が上昇しやすい運動は、 

できるだけ避ける。 

・運動する時、頻繁に休息をとり水分・塩分の補給を行う。 

・体力の低い人、暑さになれていない人は運動中止。 

危 険 
暑さ指数 

31℃以上 

・特別の場合以外は運動を中止する。 

・特に子どもの場合は中止すべき。 

   ☆PM2.5 微小粒子状物質 

種 別 基  準 注 意 事 項 

レベル１ 

１日平均値 

35μg/m3 

を超える 

対象：呼吸器系や心疾患、アレルギー疾患がある人 

・屋外ではマスクなどを着用する。 

・屋外から帰ったら目を洗いうがいをする。 

・空気の入れ替えは控える。 

レベル２ 

１日平均値 

70μg/m3 

を超える 

対象：全ての人 

・不要不急の外出や屋外での長時間の激しい運動を減らす。 

・換気や窓の開閉を最小限にし、屋内への外気侵入を減らす。 

・呼吸器・循環器系疾患の人や小児等は、体調に応じて 

慎重に行動する。 

   ☆光化学オキシダント濃度 

種 別 基   準 注 意 事 項 

注意報 
0.12ppm 以上 

で継続する 
・注意報や警報が発令されたら、 屋外での運動は避けて、 

できるだけ屋内で過ごす。 

・また、風向きに考慮して建物の窓を閉めるなどの措置をとる。  

警 報 
0.24ppm 以上 

で継続する 

重大警報 
0.40ppm 以上 

で継続する 

※ 注意事項は、福岡市のウェブサイト、ならびに独立行政法人日本スポーツ振興セン

ターのリーフレット「熱中症を予防しよう」にある指針等を参考に記載しています。  

 


